
ヒヨ
l
l
ヒ-フ

と
傍
制
し
て
あ
る
。

ヒ
ョ
ウ
テ
ン
ザ
イ
氷
天
癒
賀
永
三
年
九
用
製

臣
秀
吉
の
征
討
に
よ
り
渡
来
し
た
朝
鮮
人
の
取
調
密

に
よ
れ
ば
、
氷
天
資
も
そ
の
一
人
で
、
後
に
金
擦
に

移
。
、
名
を
七
右
衛
門
と
殴
め
て
町
人
と
な
り
、
豆

腐
を
商
う
た
が
、
箆
永
二
年
病
死
し
た
と
あ
る
。
氷

実
務
を
水
天
資
と
し
た
も
の
は
非
で
あ
る
。

ピ
ヨ
ウ
ド
ウ
ジ
平
等
寺
石
川
郡
餓
来
町
に
平

等
寺
橋
が
あ
り
、
そ
の
栂
爪
に
も
と
平
等
寺
と
呼

ぶ
家
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
附
近
が
寺
跡
だ
ら
う
と

言
は
れ
て
ゐ
る
。
白
山
富
諮
般
都
中
記
録
正
平
十
一

年
ハ
延
文
元
ν
一
一
一
周
十
九
日
に
、
『
依
=
大
洪
水
-
箆
尻

路
崩
失
0
.
平
等
寺
越
市
J

在
家
皆
流
失
。
』
と
あ
る
か

ら
、
白
山
富
尻
に
あ
っ
た
平
等
寺
が
、
後
に
鶴
来
の

中
に
締
じ
た
も
の
で
な
か
ら
う
か
。

ピ
ヨ
ウ
ド
ウ
ジ
卒
等
寺
鳳
京
都
寺
分
に
在
っ

て
、
提
言
宗
に
鴎
す
る
。
貞
享
の
醤
上
に
は
創
立
の

年
脱
も
開
基
も
知
れ
ぬ
と
い
う
て
ゐ
る
。

ピ
ヨ
ウ

F
ウ
ジ
ウ
ヂ
平
等
寺
氏
自
山
比
雌
・
跡

祉
磁
三
宮
古
記
に
『
水
引
神
人
一
方
年
預
平
等
寺
十

郎
一
宮
全
u
』
又
『
年
預
，
事
平
等
寺
十
郎
鑑
士
入
道
、

共
次
右
衛
門
大
夫
』
な
ど
L
見
え
る
。

ピ
ヨ
ウ

F
ウ
ジ
ガ
ハ
卒
等
寺
川
石
川
郡
鶴
来

に
在
る
。
平
等
寺
が
そ
の
援
に
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の

名
が
あ
る
。

ピ
ヨ
ウ
プ
ザ
キ
廃
風
崎

I
v
ピ
ヨ
ウ
プ
セ
ト

野
風
瀬
戸
。

ピ
ヨ
ウ
プ
セ
ト
屍
鳳
瀬
戸
七
尾
市
憶
と
商
慢

と
の
聞
に
在
る
。
そ
の
鹿
島
郡
石
崎
か
ら
突
出
す
る

岬
を
石
崎
厩
風
、
能
登
島
か
ら
突
出
す
る
を
須
曾
厩

風
又
は
務
崎
屍
風
と
い
う
て
爾
々
相
射
す
る
。
一
に

上
の
罪
風
・
下
の
鮮
風
と
も
い
ひ
、
元
職
十
二
年
の
能

費
釜
に
は
扉
風
崎
・
薄
着
崎
と
記
し
、
石
黒
信
由
の

4 

地
嗣
に
は
mm鮮
風
・
浮
僻
風
と
す
る
。
高
さ
共
に
六

米
、
長
さ
共
に
一
粁
弱
。
中
聞
に
扉
風
瀬
戸
を
挟

み
、
瀬
戸
の
幅
は
七
五

O
米
俄
を
測
る
。
鮮
風
崎
の

成
闘
は
海
蝕
に
基
づ
く
断
層
で
あ
り
、
地
質
は
凝
灰

器
質
泥
岩
で
あ
る
。

ピ
ヨ
ウ
プ
ノ
キ
露
風
之
記
石
川
郡
佐
那
武
枇

に
は
義
絡
が
北
閥
務
の
時
一
夜
宿
泊
し
た
と
い
ひ
、

叉
信
悶
小
太
郎
が
こ
の
附
近
に
務
飽
し
て
ゐ
た
と
の

俗
停
が
あ
っ
た
。
郡
宇
一
河
崎
秀
憲
そ
の
事
を
一
一
次
の

降
風
に
描
か
し
め
、
馬
淵
高
定
に
笈
捜
之
包
の
起
草

を
諦
ひ
、
文
己
は
信
回
記
を
書
い
た
。
障
風
の
記
は

こ
の
こ
編
を
併
せ
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
キ
漂
涜
記
加
賀
・
能
登
の
結

蹟
・
水
手
が
、
務
内
若
し
く
は
他
領
の
防
飽
に
莱
組

ん
で
、
外
凶
に
桜
流
し
た
後
廊
凶
し
た
時
、
務
定
の

調
査
を
党
け
た
口
密
文
は
始
末
替
の
今
に
残
る
も
の

が
、
九
そ
四
穂
あ
る
。
安
永
一
二
年
石
川
郡
柴
崎
村
藤

締
結
の
神
館
顕
僻
次
郎
等
の
も
の
。
天
明
七
年
大
坂

替
三
郎
防
の
水
手
市
之
丞
等
の
も
の
、
文
政
九
年
越

前
海
捕
蓬
茶
屋
舶
の
水
手
苦
左
衛
門
の
も
の
、
天
保

元
年
備
前
岡
山
多
賀
屋
舶
の
水
手
消
兵
衛
の
も
の
が

そ
れ
で
、
是
等
を
集
め
た
加
能
抑
制
流
部
は
石
川
膝
闘

書
館
協
曾
か
ら
出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
向
こ
の
外
に

拡
化
元
年
同
主
部
皆
周
村
蔚
三
兵
衛
の
も
の
も
あ

る
。
ヒ
ヨ
タ
ダ
キ
比
翼
溝
江
沼
郡
風
谷
の
束
、
山

麓
部
資
た
る
深
林
中
に
あ
る
。
山
中
祖
泉
か
ら
爾
ヘ

コ
一
粁
僚
を
隔
て
る
。

ヒ
ヨ
タ
ヅ
カ
比
翼
塚
も
と
金
棒
観
脅
院
境
内

に
在
っ
た
。
高
さ
一
二

O
極
・
幅
九
O
纏
許
の
石
碑

中
央
に
『
比
翼
塚
叶
一
時
邸
』
、
そ
の
右
に
『
文
政
十
二
丑

六
局
、
卯
辰
若
越
中
』
と
彫
ら
れ
て
ゐ
る
。
卯
辰
茶

屋
町
の
情
死
者
の
震
に
建
て
た
も
の
と
思
は
れ
る

が
、
そ
の
事
貨
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。

ヒ
ヨ
ケ
マ
チ
火
除
町
金
調
停
の
町
名
。
元
禄
九

年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
天
紳
町
・
火
除
町
・
田

町
と
並
べ
載
せ
る
。
延
震
の
金
棒
闘
を
見
る
に
、
火

除
町
と
記
さ
れ
た
腕
が
甚
だ
多
〈
、
そ
の
頃
ま
で
は

所
々
に
防
火
の
震
空
地
を
設
け
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
事
和
三
年
幕
府
へ
の
港
建

醤
に
は
火
避
町
と
起
し
で
あ
る
。

ヒ
ヨ
シ
ジ
ン
タ
ヤ
日
吉
締
結
鳳
至
郡
中
関
商

に
在
っ
て
、
も
と
南
北
郷
大
宮
山
王
と
い
う
た
。
枇

臓
に
、
絹
本
着
色
滞
土
員
茶
羅
闘
竪
一
米
七
一
・
横

一
米
六
ご
が
あ
っ
て
、
鎌
倉
末
期
乃
妥
室
町
初
期
の

作
と
認
め
ら
れ
、
外
に
木
造
金
剛
界
大
日
如
来
像
体

高
九
四
種
は
腐
蝕
し
て
ゐ
る
が
鎌
倉
末
期
の
も
の
と

認
め
ら
て
れ
ゐ
る
。

ヒ
ヨ
シ
マ
チ
日
吉
町
!
?
ヒ
ロ
ヲ
カ
サ
Y
ノ
ウ

ミ
チ
康
問
山
王
道
。

ヒ
ヨ

9
ヤ
マ
目
和
山
石
川
郡
宮
腰
ハ
今
金
石
)

に
あ
る
砂
丘
。

ヒ
ヨ
リ
ヤ
マ
田
和
山
珠
洲
郡
小
木
の
海
岸
に

あ
る
小
正
。

ピ
ラ
比
翼
鳳
至
郡
南
北
郷
に
鴎
す
る
部
落
。

天
文
元
年
七
用
語
橋
六
郷
南
北
線
鍛
注
文
に
ひ
ら
舟

崎
と
見
え
る
。
笛
時
は
こ
の
村
を
陥
良
尼
崎
と
い
う

た
の
で
あ
ら
う
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
地
良
村
、
川
尻

よ
り
二
十
町
あ
b
。
費
延
寺
ハ
法
築
寺
〉
と
い
ふ
商
方

一
向
宗
の
寺
に
不
思
議
な
る
簸
石
あ
り
。
此
外
岡
宗

一
一
ヶ
寺
あ
b
。
長
八
間
半
の
は
ね
橋
あ
り
。
此
遜
風

景
な
り
。
』
と
あ
る
。

ピ
ラ
イ
シ
比
艮
右
鳳
至
郡
地
良
に
産
す
る
石

封
。
安
山
岩
質
凝
灰
岩
で
、
鼠
色
の
安
山
岩
質
石
基

中
に
、
長
石
類
の
分
解
し
た
睡
石
様
大
様
を
多
故
に

含
み
、
間
々
黒
色
の
大
塊
を
介
在
せ
し
め
る
。

七
O
八

ヒ
ラ
イ
ハ
卒
山
積
能
奨
郡
牛
首
川
の
上
流
右
階

に
在
る
砦
石
。
越
前
凶
名
蹟
考
に
、
『
厨
嵐
よ
り
一
里

宇
行
て
一
本
織
あ
り
。
危
し
。
大
杉
谷
の
橋
と
い
ふ
。

是
よ
り
宇
里
行
て
平
岩
と
い
ふ
腕
あ
h
y
o

左
は
山
、

右
は
川
な
り
。
二
十
丈
ば
か
り
の
.
平
ら
な
る
石
、
川

の
遜
よ
り
水
中
ま
で
横
た
は
れ
。
。
此
腕
白
山
部
定

の
入
、
一
の
垢
隣
を
取
る
腕
と
い
ふ
。
水
石
清
掃
伊
の

地
な
り
。
』
と
寵
す
る
。
但
し
一
里
b
?
と
い
ひ
一
塁
と

い
ふ
も
の
は
謹
き
に
失
し
、
風
鼠
か
ら
平
岩
ま
で
三

粁
許
で
あ
る
。

ヒ
ラ
イ
ハ
セ
ン
ケ
イ
平
岩
仙
桂
仙
山
と
践
し
、

腕
腐
を
忘
筆
集
・
一
柳
矯
又
は
稀
飢
婿
と
稽
し
た
。

平
安
の
入
。
突
は
鹿
賀
、
薩
際
侯
に
仕
へ
、

E
保
三

年
現
。
仙
筏
高
治
四
年
加
盟
滞
に
医
事
し
、
=
一
一
白
.
冶

を
受
け
た
。
寛
文
十
一
年
の
士
帳
に
三
百
石
組
外
儒

者
平
岩
仙
桂
四
十
五
歳
と
記
さ
れ
る
も
の
印
ち
是
で

あ
る
。
寛
文
十
二
年
齢
し
て
京
に
上
。
、
時
仙
鐙
に

佐
し
、
務
は
之
に
二
十
人
扶
持
を
典
へ
た
。
著
す
腕

忘
笠
鍵
袈
制
集
穴
傘
・
謂
拍
吟
藤
一
容
・
甲
反
紀
行
一

容
が
あ
る
。

ヒ
ラ
オ
モ
テ
平
面
い
行
能
楽
部
徳
橋
郷
に

鴎
ず
る
部
務
。

ヒ
ラ
カ
卒
加
石
川
部
長
屋
庄
に
臨
す
る
部
務
。

古
鴎
均
約
の
訟
で
、
一
一
宮
古
記
に
は
街
比
柴
の
文
字

が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
椋
部
考
古
勝
記
に
、
こ
の
村

の
商
沙
漠
中
に
二
木
道
仙
の
館
越
が
あ
る
と
記
す

る。
ヒ
ラ
カ
Z
キ
比
祭
罷
兵
藤
式
に
加
賀
閥
聴
席

朝
倉
・
潮
諒
・
安
宅
・
比
築
中
略
各
五
疋
と
あ
る
も
の

で
、
そ
の
安
宅
と
均
祭
と
は
能
美
郡
に
鹿
ず
る
。
今

手
取
川
の
流
域
鑓
じ
て
、
石
川
郡
に
卒
加
村
が
あ
る
。

ヒ
ラ
カ
ガ
ハ
比
築
河
=
一
代
質
録
貞
観
十
一
年

一
一
周
サ
=
一
日
の
詔
に
、
『
加
賀
闘
応
策
調
置
=
宇
輪
渡
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